
主催：          　   独立行政法人工業所有権情報・研修館

～国の研究開発プロジェクトにおける
     事業化を見据えた知財マネジメントを考える～

日時： 2017年3月16日（木） 13：30～17：45
場所： イイノホール＆カンファレンスセンター  A1-A3

知的財産プロデューサー派遣事業公開成果発表会



知的財産プロデューサー派遣事業公開成果発表会 プログラム
■ TIME TABLE
13:30-13:35 主催者挨拶　独立行政法人工業所有権情報・研修館  理事長  三木 俊克　 
13:35-14:15 特別講演    　

「国プロ（ERATO 染谷生体調和エレクトロニクス）における社会実装へ
のチャレンジ」
   染谷 隆夫 氏  ( 東京大学工学系研究科電気系工学専攻  教授 ) 　　　 

14:30-16:00 知的財産プロデューサー派遣先における知財マネジメントの取組報告
及び質疑応答
「プロジェクトの進捗段階における知財マネジメント」
モデレーター：鮫島 正洋 氏（弁護士法人内田・鮫島法律事務所  弁護士･弁理士）
スピーカー：知的財産プロデューサー派遣先機関（3機関）　
1. 多層的疾患オミックス解析による創薬標的の網羅的探索を目指した研究（プロジェクト初期）
　吉田 輝彦 氏（国立研究開発法人国立がん研究センター研究所  遺伝医学研究分野  分野長）　
2. 固体高分子形燃料電池実用化推進技術開発（プロジェクト推進期）
　飯山 明裕 氏（山梨大学燃料電池ナノ材料研究センター長）
3. 糖鎖機能活用技術開発プロジェクト（プロジェクト終期）
　久野 敦 氏　  （国立研究開発法人産業技術総合研究所 生命工学領域 創薬基盤研究部門 
                                         糖鎖技術研究グループ 上級主任研究員 / バイオテクノロジー開発技術研究組合）　　 

パネルディスカッション
「事業化を成功させるために必要な知財マネジメントを考える」
モデレーター：澤井 敬史 氏 （知的財産戦略研究所 理事長）
コメンテーター：渡辺 久士 氏 （渡辺久士特許事務所  弁理士）
　　　　　　　中里 実佐男（INPIT  統括知的財産プロデューサー）
パネリスト：
・森田 啓介 氏  （Spiber 株式会社  研究開発部門  マテリアルマネージャー）
・遠藤 哲郎 氏  （東北大学  国際集積エレクトロニクス研究開発センター   センター長）
・ 貞光 大樹 氏  （国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 
                                       技術戦略研究センター  標準化・知財ユニット  主査）

16:15-17:45 

14:15-14:30 休 憩　 

休 憩　 16:00-16:15 





知的財産プロデューサー派遣事業公開成果発表会 

特別講演  
「国プロ（ERATO 染谷生体調和エレクトロニクス）
における社会実装へのチャレンジ」　　 
   染谷 隆夫 氏
   東京大学工学系研究科電気系工学専攻  教授 
主な経歴：
平成   4 年   3 月     東京大学工学部電子工学科卒業
平成   6 年   3 月     東京大学大学院工学系研究科電子工学専攻修士課程修了　　　　　　 
平成   9 年   3 月     東京大学大学院工学系研究科電子工学専攻博士課程修了
 　　　　    4 月　 東京大学生産技術研究所　助手
平成 10 年  4 月　 東京大学生産技術研究所　講師
平成 12 年  1 月　 東京大学先端科学技術研究センター　講師
平成 13 年  2 月～ 平成 14 年 12 月　 日本学術振興会海外特別研究員（米国コロンビア大学化学科・ナノセンター　
                                                                                                                                                                                                客員研究員）
平成 14 年  5 月     東京大学先端科学技術研究センター　助教授
平成 15 年  5 月     東京大学大学院工学系研究科　助教授（平成 20 年より准教授）
平成 21 年  4 月　 東京大学大学院工学系研究科　教授　( 現在に至る )
平成 23 年  3 月　 NEDO事業「次世代プリンテッドエレクトロニクス材料・プロセス基盤技術開発」研究開発責任者　
                                                                                                                                                                                                    ( 現在に至る )
平成 23 年  8 月　JST/ERATO 染谷「生体調和エレクトロニクス」プロジェクト研究総括　( 現在に至る )

主な受賞歴：
   第 4 回立石賞　（2016 年 3月）
  トムソン・ロイター Highly Cited Researchers　（高被引用論文著者）に選出（2014 年６月）
  市村学術賞　第 46 回功績賞　（2014 年 4月）
  2013 年ナノテク大賞プロジェクト部門　（2013 年 2月）
  応用物理学会解説論文賞　（2012 年 9月）
  2010 IEEE/EDS Paul Rappaport Award　 (IEEE Electron Device Society, 2011.12)
  第 9 回ドコモ・モバイル・サイエンス賞　優秀賞　( 基礎科学部門 )　（2010 年 10 月 15 日）
  第 13 回　エレクトロニクスソサイエティ賞　（2010 年　電子情報通信学会）
  2009 IEEE/EDS Paul Rappaport Award 　 (IEEE Electron Device Society, 2010.12)

                                                                                                                                                         ※　直近５年より抜粋　
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T. Sekitani, et al., Science 321, 1468 (2008). M. Kaltenbrunner, et al., Nature 499, 458 (2013). N. Matsuhisa, et al., Nature Comm 6, 7461 (2015).
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知的財産プロデューサー派遣事業公開成果発表会 

知的財産プロデューサー派遣先における知財マネジメント
の取組報告及び質疑応答   

「プロジェクトの進捗段階における知財マネジメント」　　 
モデレーター：

　鮫島 正洋 氏（弁護士法人内田・鮫島法律事務所  弁護士･弁理士）

スピーカー：知的財産プロデューサー派遣先機関（3機関）　

1. 多層的疾患オミックス解析による創薬標的の網羅的探索を目指した研究（プロジェクト初期）
　吉田 輝彦 氏
　（国立研究開発法人国立がん研究センター研究所  遺伝医学研究分野  分野長）　

2. 固体高分子形燃料電池実用化推進技術開発（プロジェクト推進期）
　飯山 明裕 氏
　（山梨大学燃料電池ナノ材料研究センター長）

3. 糖鎖機能活用技術開発プロジェクト（プロジェクト終期）
　久野 敦 氏　
  （国立研究開発法人産業技術総合研究所 生命工学領域 創薬基盤研究部門 

   糖鎖技術研究グループ 上級主任研究員 / バイオテクノロジー開発技術研究組合）　　 
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多層的疾患オミックス解析による創薬標的の
網羅的探索を⽬指した研究
【プロジェクト初期の知財マネジメント】

吉⽥ 輝彦
国⽴がん研究センター研究所 遺伝医学研究分野（tyoshida@ncc.go.jp）

佐藤 浩
プロジェクト担当 知的財産プロデューサー（当時）

知的財産プロデューサー派遣事業公開成果発表会
3/16/2017（⽕）14:30-16:00
イイノホール 4階 ホール

#1

Data-driven
(e.g. Omics screen)

バイオ
バンク

Validation、prioritization、
非臨床試験、臨床試験、

承認申請等

バイオバンクはどうして必要か？：基本は「臨床に学び、臨床に還すために」

疾患omics
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

標
準
的
医
療

市
販
薬

バイオインフォマティクス、
データマイニング

臨床試料等の解析から出発

本

態

解

明

本
態
（
分
子
）
標
的
シ
ー
ズ

分子ﾈｯﾄﾜｰｸ
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

Hypothesis-drivenそれ以外（他の学問領域を含む）の知見や着想、特定の技術から出発
①創薬（広義）
②個別化医療

#2
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正常細胞

がんは複数の遺伝子異常が蓄積して発生する

プログラム細胞死
がん細胞

Multistep carcinogenesis: a 1992 perspective.
Sugimura T. Science 23:258:603, 1992.

がんの発生や進展、がん細胞生存の「鍵」になる遺伝子異常を見つければ、
⇒ そこを狙った治療ができる！診断も！

「遺伝子異常依存」"Gene addiction"
Weinstein IB, et al. Disorders in cell circuitry associated with multistage 
carcinogenesis: exploitable targets for cancer prevention and therapy. 
Clin Cancer Res 12 Pt 2:2696, 1997.

Driver mutations confer selective growth advantage 
(increase "fitness")

Passenger mutations do not alter fitness but occurred 
in a cell that coincidentally or subsequently acquired 
a driver mutation.

Solid tumors typically contain 40-100 coding gene 
alterations, including 5-15 driver mutations.

(Bozic I et al. PNAS 107:18545, 2010)

#3

The "Long Tail" Issue︓それぞれのがんの急所となるゲノム異常の多様性
http://www.sanger.ac.uk/genetics/CGP/cosmic/

Lung cancer overview

思ったよりもがんは複雑で、
⼀⼈⼀⼈のがんは
千差万別（多様）︕
⇒ ⼀筋縄では⾏かない︕

■その遺伝子について調べたがんの数
■そのうち、遺伝子異常のあったがんの数

Pancreatic cancer overview

#4
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国立がん研究センターバイオバンクにおける包括的同意制度

平成23年度: 診療後余剰検体の研究利⽤に加え、リサーチコンシェルジェが研究の
ための追加採⾎をお願いするオプトイン⽅式の包括的同意新体制に移⾏

14mL,採⾎
(⼩児減量)

研究者が、直ちに
⾎漿調整・DNA抽出

累積同意割合90.2% ゲノム指針遵守
ゲノム研究個⼈情報

管理室で匿名化

国⽴がん研究センター研究倫理
審査委員会が承認した研究へ

リサーチ・コンシェルジェによる説明
(ゲノム研究への利⽤含む)

研究採⾎⾎液 (築地+柏)

現有 (平成28年12⽉末⽇現在)

47,808症例
⾎漿 203,119本,
DNA 131,537本,
RNA⽤lysate 47,146本

払い出し (平成24-28年12⽉ )

7,826症例
⾎漿 3,025本, DNA 5,845本

説明⽂書: 
細胞株樹⽴や全ゲノム解析に⽤いる
可能性、NCBNを介した企業等を含む
試料配布の可能性に詳しく⾔及

バイオバンクと
ゲノム研究個⼈情報管理室が連携し、
個⼈情報を保護しつつ、払い出し

5

RET
キナーゼ
阻害剤

バイオバンク
がん試料・情報

DNA
RNA
抽出

最先端技術（次世代シークエ
ンサー）による解析

新しい融合遺伝⼦
（肺がん: KIF5B-RET）

・インフォ―マ
ティクス解析
・機能解析

RET融合
タンパク質

肺がんの全RNAシークエンス（Kohno et al, Nature Med, 2012）
国⽴がん研究センターと国⽴国際医療研究センターの共同研究

5/29/2012 ⽇本経済新聞

産学連携による創薬
医師主導治験等

がん個別化医療の拡⼤
⽇本発分⼦標的治療の開発

NCC研究開発費バイオバンク→基盤研多層的疾患オミックス→厚労科研費機能解析・医師主導治験

・競争的資⾦では維持不能な
インフラストラクチャー
・⺠間に委託できない⾼度な
臨床・病理学的判断と情報

・競争的資⾦では維持不能な
インフラストラクチャー
・⺠間に委託できない⾼度な
臨床・病理学的判断と情報

#6
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統合DB：多層的疾患オミックス解析のためのデータの提供と、統合解析の場として

多層的に同⼀のゲノム座標
（遺伝⼦）に到達する場合

多層的に同⼀の分⼦経路に
到達する場合

「３層性」創薬標的候補

「５層性」創薬標的候補

疾患の分⼦基盤の解明と、疾患
特異的分⼦異常の同定が、治療
薬・診断薬開発の標的候補探索
になると考える。
複数（多層）のオミックス解析
から⽰唆される候補は、より優先度
の⾼い創薬標的と考える。

個別のオミックス解析からの
創薬標的候補群（偽陽性もあり）

個々のオミックス解析
（ゲノム、プロテオーム等）

#7

国立循環器病
研究センター

国立国際医療
研究センター

国立精神・
神経医療
研究センター

医薬基盤研「多層的疾患オミックス解析による創薬標的の網羅的探索を目指した研究」

多層的疾患
オミックス
統合DB

国立がん
研究センターデ

ー
タ

デ
ー

タ

4）統合データベース
構築と発信
4）統合データベース
構築と発信

産学官の研究者

他の生命科学系
DB群

創薬等創薬等

国立成育医療
研究センター

抽出された診療情報等抽出された診療情報等

公開用
データ

国立長寿医療
研究センター

2）共同解析拠点での基盤的解析の実施と技術開発2）共同解析拠点での基盤的解析の実施と技術開発

・アルツハイマー病
・脊柱管狭窄症

・拡張型心筋症
・大動脈瘤

・てんかん
・アレルギー疾患
・小児白血病

・肥満症
・非アルコール性脂肪性肝炎 ・成人固形腫瘍

ゲノム

エピゲノム

トランスクリプトーム

メタボローム

プロテオーム

3） 解析拠点からのデータ
報告に基づく、各NCでの
創薬標的絞り込み

3） 解析拠点からのデータ
報告に基づく、各NCでの
創薬標的絞り込み

試
料

試
料

創薬等創薬等

http://gemdbj.ncc.go.jp/omics/

各NCのバイオバンク等の試料に対するオミックス解析を多層的に実施、
創薬標的・バイオマーカー候補を抽出するとともに、一部DB公開も開始

（2015年3月31日より）

1） 各NC内のバイオレポジトリー・
詳細診療情報データベース
1） 各NC内のバイオレポジトリー・
詳細診療情報データベース

#8
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10疾患
疾患解析

機関担当

我が国の有病率（%)、

罹患率（10万対）

死亡率 or 他の健康

被害指標
多層的オミックスによる創薬標的探索の必要性

てんかん
国精・神セ

後藤 雄一
人口の0.6-0.8%

認知機能低下(成人）、

発達障害(小児）

約1/3は既存の多剤併用療法にも抵抗性の難治性症例。外科的治療の普及は、患者

脳試料の確保を可能とした。小児例の限局性皮質異形成、成人例の海馬硬化等の特

徴に注目し、病態に関わる要因の解明により新たな治療薬の開発に期待。

成人固形腫瘍
国がんセ

金井 弥栄

肺がん61.7、乳がん

70.0、腎がん10. 1

肺がん52.0、乳がん

9.1、腎がん5.1

肺がん・乳がんの一部の症例にのみ分子標的治療が適用であり、また治療耐性になる

例も多い。肺腺がんはアジア人に特徴的な病型あり。腎がんの分子標的治療は未確立。

肥満症
国際医セ

安田 和基

人口の20-30%（病的

肥満0.5％）、増加中

動脈硬化性疾患やが

んの基礎疾患。

日本人は白人より低い肥満度でも合併症を生じやすい。生活習慣の長期介入や薬物治

療の有効性は乏しい。死亡率の高い病的肥満に対する非外科的治療法開発が必要。

非アルコール性

脂肪性肝炎

（NASH）

国際医セ

安田 和基
人口の約1％（推定）

5-10年で5-20%が肝

硬変へ移行、５年生

存率は60-90%

米国では成人の3％がNASHとされるが病態はほとんど解明されていない。脂肪肝と異

なり、強い炎症と線維化を伴う。日本でも肥満の増加とともに急増しており、既に肝硬変

の2-6%を占め、今後肝硬変・肝がんの原因として最も重要な治療対象となると予想。

拡張型心筋症
国循セ

南野 直人
拡張型心筋症14.0 10年死亡率 約30%

拡張型心筋症は若年発症で予後が悪い症例を含む難治症疾患で、心臓移植や補助循

環装置しか救命法が無い。一部では原因遺伝子が同定されたが、多様なゲノム及びミト

コンドリア遺伝子変異、エピゲノム要因等が推察され、病型分類と分子標的発見が必要。

大動脈瘤
国循セ

南野 直人

非解離性（動脈硬化

性）大動脈瘤 20.0

大動脈瘤破裂後の死

亡率は80-90％

動脈硬化症治療薬の大半は、脂質異常症等のリスク因子の改善に過ぎない。大動脈

瘤における動脈硬化発症、血管脆弱性等の分子標的の同定、治療法の開発が必要。

アレルギー疾患
国成育医セ

松本 健治

人口の約35%（喘息

10%、花粉症30%）、

近年増加

喘息死年4000人、喘

息医療費3700億、花

粉症経済損失5000億

多くは小児期に発症し、発症すると長期に渡って薬物療法が必要となるが、有効な発症

予防薬や根治薬がない。春期カタルによる角膜潰瘍、鼻茸、その他の慢性炎症による

組織の非可逆的・進行性の変化（リモデリング）の有効な阻止方法の開発が期待される。

小児白血病
国成育医セ

清河 信敬

3.33 （小児がん同

11.0の中で最多）

0.67、治療後の慢性

疾患や重症疾患累積

罹患率が高い。

病因不明で２割は治療抵抗性、半数以上が治療の影響による慢性疾患等の問題をか

かえ、晩期再発や二次がんのリスクが高い。白血病細胞が純度高く分取でき、ノイズの

低い優れたデータ取得が可能。

アルツハイマー病
国長寿セ

新飯田 俊平

65歳以上の人口の8%、

その過半数がAD
発症後約７年で死亡。

現在の治療は、ある期間進行を遅らせるのみで根本的な治療薬は無い。期待されたア

ミロイドタンパク質のワクチンによる除去は症状を改善させず、新規治療標的の同定が

必要。早期介入の重要性も示唆され、早期診断マーカーの確立が求められている。

脊柱管狭窄症
国長寿セ

新飯田 俊平

65歳以上の人口の

20%以上
ADL低下、排泄障害

寝たきりの主因の一つで、手術例も増加。高齢者に対する現在の対症療法以上の有効

な治療薬が切望されているが、発症機序解明の研究もまだ少ない。

研究の出発点・背景：選択した10疾患の概要（6/15/2011時点）

#9

ゲノム エピゲノム トランスクリプトーム プロテオーム メタボローム

解析拠点
担当者

国がんセ
吉田輝彦

国精・神セ
後藤雄一

国がんセ
金井弥栄

東大先端
油谷浩幸

国成育医セ
松本健治

国際医セ
安田和基

国循セ
南野直人

国がんセ
山田哲司

国衛研
斎藤嘉朗

慶大先端
曽我朋義

てんかん
後藤雄一 66 65 61 65

成人固形腫瘍
金井弥栄 518 566 174 479 338 163

肥満症
安田和基 5 110 110 50 90

NASH
安田和基 81 85 20 57

拡張型心筋症
南野直人 35 35 33 35 35

大動脈瘤
南野直人 105 150 190 150 105

アレルギー疾患
松本健治 28 170 38 70

小児白血病
清河信敬 100 100 450 187 105 60

アルツハマー病
滝川 修 100 100 100

脊柱管狭窄症
新飯田俊平 80 50 59 80

解析予定症例（病変部位組織等）概数一覧（症例≒対照が基本、一部は症例>対照）

150以上
30-149
30未満

↓
（技術開発
担当拠点）

#10
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知的財産プロデューサーの活動概要

発明の発掘
• 発明内容のインタビュー2) 3)

• 先⾏技術調査1) 2) 3) 

• 発明内容の評価1) 2) 3)

知財の権利化
• 出願⽀援(明細書検討、特許事務所紹介) 1) 2) 3)

• 外国出願(データ追加、外国出願要否、移⾏国の選定) 1) 2)

• 審査対応 1) 2) 3)

権利活⽤
• 共同研究・ライセンスのための情報収集1) 3) 

• 契約交渉2)

• ファンドや技術移転機関の活⽤3)

知財管理
• 共同出願契約書、秘密保持契約書等2)

• NCの連携の推進、調整3) 

• NCBN（National Center Biobank Network）⽀援

1)︓事例1
2)︓事例2
3)︓事例3

#11

特許出願と権利活用

JP

CN

EP

US

KR

発
明

各
国
移
⾏

P
C

T

出
願

⽇
本
出
願

1年 1.5年

公
開

データ等の追
加可

ライセンス活動期間

企業との共同研究

データベース公開前に特許出願
およびライセンス活動を推進する

研究者のコネクション
を利⽤して紹介

技術移転機関の利⽤
(東⼤TLO、LSIP、
テックマネージ等)

各国移⾏までに
相⼿が⾒つからなけ
れば放棄を検討

企業への特許
ライセンス・譲渡

#12
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プロジェクト成果の特許出願

2011 20142013 2015 20162012

融
合
遺
伝
⼦

が
ん
診
断

認
知
症

⽶国 PCT

国内

国内 PCT

国内 PCT

国内 PCT

⽶国 PCT

国内 PCT

国内 PCT

⽶国 PCT

⽶国 PCT

国内

肺がん

肺がん

⽩⾎病

⽩⾎病

胃がん

胃がん

腎がん予後予測

胃がん再発予測

腎がん予後予測

アルツハイマー病
の診断

軽度認知障害の検査⽅法

医師主導治験で医薬品の有効性の確認

製薬企業と
共同研究中

診断薬企業と実⽤化に向けた共同研究中

研究⽤試薬として販売予定

診断薬企業との共同研究の成果

国内出願7件、⽶国仮出願4件、PCT出願9件の特許出願を⾏った

LSIPファン
ドでの集約

#13

事例1 KIF5B-RET融合遺伝子の特許状況

基礎出願
PCT出願
国際公開

2010 2011 2012 2013

Astellas

NCC

Foundation 
Medicine

Cancer Inst

Seoul National University
(Macrogen Inc)

2.27.227.26

2.78.38.4

2.288.238.23 9.20 9.30 2.3

Nature Med 2.12

Nature Med 2.12

Nature Med 2.12

Genome Res 12.25

WO2013/018882

WO2013/028817

WO2012/014795

WO2013/066047
5.1010.31 10.30 10.31

特許出願なし

#14
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RET融合遺伝子

Fusion transcripts Institution

KIF5B RET Homology %  
to K15; R12

Astellas NCC Foundation 
Medicine

Cancer 
Inst

SNU
(Macrogen)

EX 15 EX 12 100.0 ○ ○ v1 ○ ○ ○
EX 16 EX 12 93.9 ○ v2 ○ ○ ○
EX 22 EX 12 80.4 ○ ○
EX 23 EX 12 78.2 ○ v3 ○ ○
EX 24 EX 8 64.0 ○ v4

EX 24 EX 11 69.4 ○
EXON 15* EXON 11* 95.1 ○

CCDC6 RET

EX 1 EX 12 - ○

*Expressed with the ex15: ex12 variants.

#15

RET融合遺伝子陽性肺がんへの効果

図2 バンデタニブの効果が確認された⼀例

(Yoh et al, Lancet Resp Med,2016)

図1 バンデタニブ治療後のがんの⼤きさの変化

抗がん剤の創薬標的（KIF5B-RET融合遺伝⼦）を⾒出し、
医師主導治験で抗がんの有効性を確認できた。

#16
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事例2 診断薬メーカーとの連携

＜企業への紹介活動＞

201320122011 2014 2015

企業への紹介活動 評価 評価

秘密保
持契約

共同研
究契約

ｵﾌﾟｼｮﾝ
契約

共同研究

PCT出願 各国移⾏国内出願
特許1

PCT出願 各国移⾏⽶国仮出願発明発掘活動
論⽂公表

特許2

PCT出願国内出願
特許3

＜特許出願＞

ＰＪ全体会議参加
発明者インタビュー

共同研究成果の
特許出願

東京⼤学TLOと協⼒
論⽂公表

プロジェクト成果（腎細胞がんの予後診断⽅法）をもとに特許出願し、企業への紹介活動から
共同研究、更なる知財の創出、事業化を⽬指した研究開発へ進⾏できた。

⾃社システムへの
適⽤可能性

論⽂等に
よる評価

#17

腎細胞がんの予後予測方法

#18
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事例3 融合遺伝子特許のLSIPファンドへの集約

2011 2012 2013 2014 2015

肺がん ⽇本出願 PCT出願 国際公開 外国移⾏(JP, US, EP, CA, CN, KR, IN)

LSIP⽀援

胆道がん ⽇本出願 PCT出願 国際公開 外国移⾏(JP, US, EP, CN)

胃がん ⽇本出願 PCT出願 国際公開 外国移⾏(JP, US, EP, CN)

肺がん ⽶国仮出願 海外出願(PCT, US, TW)

⽩⾎病 ⽇本出願

胃がん
⽇本出願

⽇本出願⽩⾎病

胆道がん
⽇本出願

国際公開

PCT出願

PCT出願

国際公開

国際公開

PCT出願

LSIP⽀援

LSIP⽀援

LSIP⽀援

LSIP⽀援

LSIP⽀援

LSIP⽀援

LSIP⽀援

効率的な活⽤のため、本プロジェクトの成果も含めた融合遺伝⼦特許をLSIPファンドに集約化できた。
#19

まとめ

 知財プロデューサーを派遣していただけたことにより、国内
外で競合もあった本プロジェクト成果の特許出願が実現し、
海外出願も⾏うことができた。

 事業化に近いステージまで進展している成果もあり、
知財を活⽤することができた。

 多施設・多疾患共同研究体であり、データベース公開を
含む等の特殊事情の中で、適確な研究戦略の⽴案と、
施設間調整等に、重要な貢献をしていただいた。

 知財プロデューサー派遣事業はプロジェクトの有効な⽀援
⽅法であり、我々は多くの恩恵を受けた。今後も是⾮、
事業が継続されることを願っています。

#20
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Research Center for Medical Glycoscience

2017 3 16

Glycoscience & Glycotechnology Research Group (GGRG)

Research Center for Medical Glycoscience

/IGOT  

(2002) J. Biochem. 
 (2003) Nature Biotechnol.  
(2006) Nature Protocol.

 (2005) Nature Methods. 
 (2006) BBRC.
 (2008) BBRC. 
 (2009) Mol Cell Proteomics.

 (2010) Hepatology. 
(2011) Clinical Chemistry.

 

 

 qPCR  
 

(2009) J Proteome Res. 
 

 

(2007) PNAS. 
(2010) PNAS.

(2011) J. Biol. Chem.

 
(DDS)  

O-glycans 

N-glycans 

glycolipid 

 
( , , ) 

(2005) Angew Chem Int Ed Engl.  
(2007) Nat Methods. 
(2008) PNAS.  

 

(2006) Cancer Res. 66, 8740 
 (2008) Cancer Le . 260, 137 

 
(2004) Glycoconj J. 

 (2005) PNAS. 
 (2006) Glycobiology. 

J. Biol. Chem 15 FEBS le . 5  

(2006) Biochim Biophys Acta.  

 
 (JCGGDB) 

 

/  (KO, Tg ) 

 

(2005) Anal Chem. 
 (2006) J Proteome Res.
 (2008) Anal Chem.
 (2009) Anal Chem.
 (2009) Anal Chem. 
 (2011) Electrophoresis.

 SMME  SE  

GlycoSta onTM 

 

Frontal af ity chromatography
(2002) 1572, 232
(2003) . 362, 353
(2007)  2, 2529

 

Glycoscience & Glycotechnology Research Group (GGRG)
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Research Center for Medical Glycoscience

FY 2001

FY 2006

FY 2010

FY 2016

FY 2020

RC
D)

RC
D)

RC
D)

RI
D)
RG

MHLW 

GG: PJ

SG: PJ

MG: PJ

M2BPGi
’13.12 PMDA
’15. 1  

NEDO / METI

MHLW 

METI / AMED 6/26 9/1

Glycoscience & Glycotechnology Research Group (GGRG)

Research Center for Medical Glycoscience

MG AIST

34
9

0 8
25
5
4

1 18
103 
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Research Center for Medical Glycoscience

MG Pj

GP

Research Center for Medical Glycoscience

200

“ ” MG
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Research Center for Medical Glycoscience

MG PD

FY18 FY19 FY20 FY21 FY22

EGCase

MS

1

Lec
Muc1

GDP-Fuc
GAG

FY23

(P)

(P)

Research Center for Medical Glycoscience
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Research Center for Medical Glycoscience

M2BP M2BPGi

M2BP
(M2BPGi)

Gi = glycosylation isomer

(

Research Center for Medical Glycoscience
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Research Center for Medical Glycoscience

Glycobiomarker
Project leader: 
Dr. Narimatsu

GGRG leader: 
Dr. Kaji
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知的財産プロデューサー派遣事業公開成果発表会 

パネルディスカッション   

「事業化を成功させるために必要な知財マネジメントを考える」　　 
モデレーター：

　澤井 敬史 氏 （知的財産戦略研究所 理事長）

コメンテーター：

　渡辺 久士 氏 （渡辺久士特許事務所  弁理士）
　中里 実佐男（INPIT  統括知的財産プロデューサー）

パネリスト：　

・森田 啓介 氏  
　（Spiber 株式会社  研究開発部門  マテリアルマネージャー）
・遠藤 哲郎 氏  
　（東北大学  国際集積エレクトロニクス研究開発センター   センター長）
・ 貞光 大樹 氏  
　（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 技術戦略研究センター  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　標準化・知財ユニット  主査）
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 NEDO New Energy and Industrial Technology Development Organization  
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